



























































































































































































































































































































消 水 宜 昭 云 、 ひ か
ろげんじと云より、わらはれ給ひけんかしといふまで は 、 玉 小 櫛 に 見
えたろ如
く、此物語一部の序の如
し。さて、其序文を此巻のはじめにしもかけるはいか に と い ふ に 、 ま づ 桐 奎 巻 に は 、 父 帝 母 御 息 所 の 御事より書はじめ、そ
れ よ り 源 氏 君 う ま れ 給 ひ 、 つ ぎ
／＼御元服葵上の御事などありて、大かたおとなにな り 給 ひ て 、 事 も
業 も
これよりく
は し う 語 り 出 ろ な




り 。 さ こ ヽ ろ え









、 コ ヽ ニ ッ カ へ





ナ ジ 意 ナ ラ ン 。
高 枝 ガ 案
*'
11 
な よ び ( 2 オ 、 三 五 • 4 ) は 、
ナ
ヨ 、 カ ・ ナ ヨ ノ � ・ ナ
11
ナ ゾ 云 ト オ ナ ジ 事 ニ テ 、 タ ハ ノ＼ヽ ト ヤ ハ ラ カ ナ
ル カ タ チ ナ ル ペ シ 。 源 語 梯 二 色 メ ク ナ リ ト 云 ル ハ 、コ 、 ニ ハ ア ヘ レ ド 、 オ シ テ オ モ フ ペ キ 説 ナ ラ ズ 。 ナ
ヨビノヒハ、ヒ・ヒ・フル・フレトハタラクナルペシ
。 桐 七 ノ オ
イ ト ペ ナ ヨ ／ � ト ワ レ カ ノ ケ シ キ 。









木 の 間 よ り も
り<
る 月 の 彩 み れ ば 心 尽 し の 秋 は 来 に け り






あ や に く ( 2 ウ 、 三 五 • 9 )
梯ニイヂワロクト説ル、力、



















/ \ 、 （ 3 ウ 、 三 六 • 5 )
スペキワザノナクテ、ヒマニ
テ
サ ピ シ キ 也 卜 、 鈴 翁 ハ イ ヘ リ 。











ま ぎ る A 事 な き ほ ど
(
5 オ 、 三 七 ・ 13 )
湖月傍注ハワロシ。
サテハはかなきすさびト
ア ル ニ カ ナ ハ ズ 。 コ ハ マ ダ





































































































































































































































































































































あ り し 色 あ ひ 云 々
翁ォ、
ニ ニ 七 ． 9
）
々の心也°




ニ ニ 八 ・ 2 )
御 前 ト カ キ テ 、
お ま ヘ ト
ヵ、
おほんまヘトカヨミケンヲ、
ウ ッ ス ト キ ニ 今 ノ
言 語 ニ ヒ カ レ テ 、 御 ぜ ん ト カ キ シ ナ ラ ン 。
高 尚 云 、
一本に、さこそあれなとあるぞよき。




こ の 「 高 尚 云 」
の
付 箋 一 薬 は 末 摘 花 巷 末 に 、
後
人 の 手 に な る 左 記 の 別 紙 と と も に 挿 入 さ れ て い る が 、
該
当 箇 所 を 明 ら か に し が た い 。
＾ 別 紙 ＞
此 高 尚 云 ト ア ル 紙 切 レ 虫 干 二 凪 吹 散 ス 。
末つむ花




此 近 辺 1 部 ヨ リ 紛 入 二 ＾ ナ
キ カ 。
近 辺 ＾ 、
よもぎふ、
も み ち の が 、
ま つ 凪 、
せ き 屋 、
花のゑん、
あ ふ ひ 、
身 を つ く し 、
ゑ あ は せ 。
紅 葉 賀
人 の も
の い ひ も 云 々
臼 ゥ 、
二 四 八 ・ 11 )
傍 注 、
藤 壺 の 御
心 也 と い へ る 、
非也。
源 氏 ノ 君 の 御 心 也
。
物からと
有詞よりのつゞきを見るぺし。下に、心づきなしとお ぽ す 時 も 有 べ き を と い へ る は 、








コ レ ハ 、




末 摘 君 の 御 万 の 人
リ。
斎 宮 の い と わ か き を 、
チ ハ 似 タ ル モ ノ 也 卜 云 事 ノ ア ル 故 、
ソ レ ヲ ウ ケ テ
、
げ に ト イ ヘ ル 也 。
葵
かくこよな






れ い な ら ぬ 旅 所 な れ ば ( 16 オ 、
二 九 四 ・ 12 )
雨 夜 物 語 に
、
















ア ヒ 奉 ラ
ジ ト 、
ア マ リ ヒ キ コ メ タ ル ノ 甚 シ キ ヲ 云 。
抄 タ ガ ヘ
あはれがりも(8ウ、
三 三 八 ・ 11 )
えはなれたまは



































































































































































































う ら の て う ど は
う せ

















る と あ り し を 、











い と わ か か り し ほ ど よ り 文 を 好 み 、
此物語
の








年 を 経 て 、
今 は 六 十 の 老 と な
りぬれば、
うつし























さ か し ら と は 、
こ ざ か し く






















































見 よ と の









て こ そ 、
と し 人＼‘ 久 し く 見 侍 ら め と 云 意 也 。
春の色






い は ね の 松 に か け
て春の色を見侍らめと云意也。
玉鷲
い み じ き こ と を 云 々 ( 13 ク、 七 二 七 ・ 13
)
櫂






































































































































































(5 オ 、 ー ニ 七 一 ・ 10 )
か く み 、 に 近 き ほ ど
な が
ら
（以 ウ 、 一 〇九 九 • 3 ) 高 尚
云 、
尼 君 と 入 道 と は 又 な く ち ぎ り ふ か く た の み し 中 な れば 、
遠 国 な ら ば 格 別 ち か き 所 に あ り て 、
ながくわか






















高 尚 云 、
猫のなく
声 を 、
ね う ／ ＼、 と か き 、
烏 の 嗚 く 声 を 、
か う と か け
るたぐひ、














障 子 を 、





と い ふ ふ ろ
ど
と も
( 72 ウ 、
二 八 七 ． 9
）
高 尚 云 、
こヽにて句をきりて、
此詞は上につきたる
詞 と 見 ろ ぺ し 。
あろはかヽろ人の云々と心えざれば、
聞 え が た し 。
横 笛













も つ ろ ヽ と 云 心 也 。
椎本
宰 相 君 の 云 々 ( 4 ウ 、 一 五 四 八 ・ 14 )
宜昭云、
浜 君 の ち か
き ゆ か
りにて見ま
ほ し げ に し 給 ふ
さまに見ゆれど、
姫君たらはさしも思ひよるまじ














か な へ り 。
又、
小 囲 に 、







破 前 八 十 之 炭
今 近 江 国 坂 田 郡 彦 根 二 近 キ 所 ソ 海 辺 二 磯
ィ“綺 村 ア リ 。
磯 埼 大 明 神 卜 云 社 モ ア リ 。




八 坂 村 卜 云 ア リ 。
海辺ナリ。
コ レ 八 十 ノ 樅 也 卜 云 伝 フ 。ヒ コ ネ ハ 犬 上 郡 、
イ ソ ザ キ ハ 坂 田 郡 也 。
コ ノ イ ソ ザ
ッそ●サ
キ ニ 今 ハ 関 屋 ア リ テ 、
芙 濶 ノ 下 笠 卜 云 ヨ リ 京 ヘ ム ナ
ギ ヲ ノ ボ ス ― - 、
コ ノ イ ソ ザ キ マ デ 、
カ チ 荷 ニ テ ニ ナ
ヒ 来 リ 、
サ テ コ ノ イ ソ ザ キ ヨ リ 大 淫 へ 舟 ニ テ ャ リ 、
大津ヨリ京へ又カチニテヤル。













































コ ト ハ リ 也 。
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